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Q1．実習に関連した情報収集ができる。 .233 .089 .212 .286 *
Q2．情報収集した内容を解釈、分析できる。 .105 .065 .081 .197
Q3．受講者の年齢や身体特性等に応じた指導内容を捉えることができる。 .297 * .186 .135 .417 **
Q4．受講者に沿った具体的な目標を設定できる。 .266 * .151 .221 .320 *
Q5．目標を達成するために実習内容の計画が立案できる。 .274 * .235 .211 .285 *
Q6． 実習に関する留意事項を遵守できる。（挨拶、服装・身だしなみ、時間、実
習態度等）
.250 .221 .308 * .000
Q7．必要時に責任をもって連絡・報告・相談および調整することができる。 .056 .115 .076 -.127
Q8．事前学修を行い、運動指導を実践することができる。 .275 * .242 .215 .269 *

































































Q1．実習に関連した情報収集ができる。 .387 ** .391 ** .189 .219
Q2．情報収集した内容を解釈、分析できる。 .208 .143 .145 .215
Q3．受講者の年齢や身体特性等に応じた指導内容を捉えることができる。 .299 * .209 .287 * .200
Q4．受講者に沿った具体的な目標を設定できる。 .236 .150 .259 .166
Q5．目標を達成するために実習内容の計画が立案できる。 .123 .072 .008 .299 *
Q6． 実習に関する留意事項を遵守できる。（挨拶、服装・身だしなみ、時間、実
習態度等）
.032 .062 -.050 .121
Q7．必要時に責任をもって連絡・報告・相談および調整することができる。 .027 .015 .084 -.073
Q8．事前学修を行い、運動指導を実践することができる。 .290 * .247 .100 .406 **
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